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相談日　火曜・木曜日
午前10時～午後３時

旧久木野庁舎
※巡回相談日を除く

【お問い合わせ】

　
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用

中
に
突
然「
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
」

な
ど
の
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
、
不
安
に

な
り
慌
て
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
や
サ

ポ
ー
ト
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、

実
際
に
は
偽
の
警
告
画
面
と
思
わ
れ
不
要

な
契
約
だ
っ
た
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
最
近
の
相
談
事
例
を
紹
介
し
、
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
に
注
意
喚
起
を
し
ま
す
。

【
事
例
】　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
中
、

突
然「
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
」と
警
告

画
面
が
表
示
さ
れ
た
。
大
手
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ソ
フ
ト
会
社
の
ロ
ゴ
を
思
わ
せ
る
表

示
も
あ
り
記
載
の
電
話
番
号
に
電
話
す
る

と
、
遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

を
指
示
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報

の
入
力
を
求
め
ら
れ
た
。
不
安
に
思
い
た

め
ら
っ
て
い
る
と
、「
今
す
ぐ
対
処
し
な

い
と
危
険
」と
言
わ
れ
入
力
し
た
。
約
１

時
間
の
操
作
後
、「
３
年
間
の
サ
ポ
ー
ト

契
約
を
含
め
10
万
円
」と
言
わ
れ
た
。
さ

ら
に
数
時
間
後
、
同
じ
事
業
者
ら
し
き
者

か
ら「
脅
威
を
防
ぐ
た
め
６
万
円
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を
入
れ
る
よ
う
に
」

と
電
話
が
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情

報
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
。（

30
歳
代 

男
性
）

　
事
例
の
よ
う
な
場
合
、
警
告
画
面
は
偽

の
表
示
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
て

も
、
慌
て
て
事
業
者
へ
連
絡
し
た
り
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
な
ど
の
契
約
を
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
表
示
さ
れ
た
警
告
画
面
が
偽
の
表
示
と

考
え
ら
れ
る
場
合
は
画
面
を
閉
じ
、
偽
か

ど
う
か
の
判
断
が
つ
か
な
い
時
は
左
記
相

談
窓
口
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
中
に
突
然
表
示
さ
れ
る

偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
画
面
に
ご
注
意
！

■
み
な
み
あ
そ〝
く
ら
し
の

め
ぐ
み
〞7
品
目
を
新
た

に
認
定
し
ま
し
た
！

　
12
月
４
日
に
村
商
工
会
白
水
本
所
に
て
、

み
な
み
あ
そ〝
く
ら
し
の
め
ぐ
み
〞の
認
定

審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
村
内
で
製
造
お
よ
び
販

売
を
さ
れ
て
い
る
な
ど
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
商
品
を〝
く
ら
し
の
め
ぐ
み
〞の
ブ

ラ
ン
ド
品
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
で
、
商

品
の
販
路
拡
大
や
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
る
取
り
組
み
で
す
。

　
今
回
の
審
査
会
で
は
、登
録
申
請
の
あ
っ

た
７
品
目
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
７
品
目

を〝
く
ら
し
の
め
ぐ
み
〞の
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
認
定
し
ま
し
た
。

◇
今
回
認
定
さ
れ
た
商
品
は
次
の
と
お
り

■
南
阿
蘇
・
瑠
璃
色
ア
イ
ス

が
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
を

受
賞
‼

　
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た「
肥
後
も
っ

こ
す
う
ま
か
も
ん（
人
気
投
票
）」に
お
い
て
、

•
野
菜
で
作
っ
た
ラ
ス
ク

（（
有
）阿
蘇
健
康
農
園
）

•
南
阿
蘇
・
瑠
璃
色
ア
イ
ス

•
南
阿
蘇
・
瑠
璃
色
サ
イ
ダ
ー

（（
資
）喜
多
食
品
）

•
ベ
ジ
ソ
ル
ト
　
•
柚
子
ペ
ッ
パ
ー

•
ガ
ー
リ
ッ
ク
ソ
ル
ト

•
ハ
ー
ブ
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
ー
フ

（
南
阿
蘇
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク（
株
））

合
資
会
社
喜
多
食
品
の
出
品
し
た「
南
阿

蘇
・
瑠
璃
色
ア
イ
ス
」が
見
事
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　「
肥
後
も
っ
こ
す
う
ま
か
も
ん（
人
気
投

票
）」と
は
、
県
商
工
会
連
合
会
が
主
催
す

る「
く
ま
も
と
物
産
フ
ェ
ア
」内
で
実
施
さ

れ
る
販
路
開
拓
支
援
事
業
の
ひ
と
つ
で
、

県
下
よ
り
９
品
目
の
お
菓
子
が
出
品
し
、

一
般
の
消
費
者
５
０
０
名
に
試
食
を
し
て

も
ら
い
、
ど
の
商
品
が
一
番
気
に
入
っ
た

か
を
投
票
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
12
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た「
表
彰
式
」を

終
え
、
商
工
会
に
も
報
告
に
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
来
年
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
物

産
展
に
出
展
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

の
展
開
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。瑠璃色アイスのPOPと賞状

（資）喜多食品の代表 大塚さん（右）、
村商工会 岩下事務局長（左）

村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係

No.153

○
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
と
は

　
ど
ん
な
法
律
な
の
か
？

　こ
の
法
律
は
、
本
邦
の
域
外
に
あ
る

国
ま
た
は
地
域
の
出
身
者
に
対
す
る
不

当
な
差
別
的
言
動
を
解
消
す
る
た
め
に
、

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
正
式
名
称
は「
本
邦
外
出
身

者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解

消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」で
、
七
つ
の
条
文
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　第
一
条
の
目
的
で
は
、
本
邦
外
出
身

者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解

消
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
国
な
ど
の
責

務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基
本

的
施
策
を
定
め
て
あ
り
ま
す
。

　第
二
条
の
定
義
で
は
、
本
邦
外
出
身

者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
邦

外
出
身
者
を
地
域
社
会
か
ら
排
除
す
る

こ
と
を
扇
動
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動

に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　第
三
条
の
基
本
理
念
で
は
、
本
邦
外

出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動

の
な
い
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　第
四
条
で
は
、
国
が
施
策
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
必

要
な
助
言
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
な
ど
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　第
五
条
で
は
、
地
方
公
共
団
体
は
、

国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、

本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
じ

る
こ
と
な
ど
相
談
体
制
の
整
備
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　第
六
条
で
は
、
地
方
公
共
団
体
は
、

国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、

本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
を
解
消
す
る
た
め
の
教
育
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
、
教
育
の
充
実

に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　第
七
条
で
は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
が
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不

当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
の
必
要
性
に

つ
い
て
住
民
に
周
知
す
る
こ
と
な
ど
、

啓
発
活
動
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　こ

の
条
文
と
別
に
衆
議
院
お
よ
び
参

議
院
で
付
帯
決
議
が
採
決
さ
れ
て
お
り
、

本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
の
内
容
や
頻
度
が
地
域
社
会
に

深
刻
な
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
国
と
同
様
に
、

そ
の
解
消
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
施

策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
本
邦

外
出
身
者
な
ど
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
を
助
長
し
、
ま
た
は
誘
発
す
る

行
為
の
解
消
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「ヘイトスピーチ解消法」についてお伝えします。

電
話
番
号
　
0
3（
5
9
7
8
）7
5
0
9

受
付
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

メ
ー
ル
　
　anshin

＠ipa.go.jp

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構（
I
P
A
）の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓
口
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